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l世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争

の危機をはらみ、誠に憂慮にたえない。

わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろし

さと被爆者の苦しみを全世界の人々 に訴え、再
び広島長崎の惨禍を繰り返してはならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いか
なる国のいかなる核兵器に対しても、その廃絶を
求め、ここに平和都市を宣言する。
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我
孫
子
の
良
さ
を
生
か
し
て

市
長
福
燭
捲
也
〃

市
で
は
こ
れ
ま
で
４
回
、
広
報

で
合
併
の
特
集
を
組
み
、
す
べ
て

の
市
民
の
皆
様
に
意
見
を
寄
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
私
も
出
席
し
て
市
内

６
カ
所
で
開
き
、
市
民
の
皆
様
と

談
論
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
で
意
見
を
表
明
さ
れ
な
か

っ
た
方
も
含
め
た
意
向
を
で
き
る

限
り
把
握
す
る
た
め
に
、
無
作
為

我孫子市は独自で

まちづくりを推進ｉ
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抽
出
に
よ
る
３
千
人
意
向
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
い
ず

れ
も
、
「
我
孫
子
市
は
合
併
せ
ず
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
い

う
意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

全
国
の
市
町
村
の
約
半
分
は
人
口

１
万
人
以
下
で
、
自
主
財
源
が
、
％

に
満
た
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
人
口

喝
万
人
の
我
孫
子
市
（
自
主
財
源
比

率
碗
％
）
は
、
自
立
し
た
運
営
が
可

合
併
は
、
我
孫
子
市
の
将
来
を
左

右
す
る
重
要
な
問
題
で
す
。
柏
市
、

沼
南
町
は
合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ

る
平
成
”
年
３
月
末
ま
で
の
合
併
を

目
指
し
て
お
り
、
２
月
ま
で
に
は
法

定
合
併
協
議
会
を
２
市
１
町
で
設
置

す
る
か
ど
う
か
結
論
を
出
す
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
柏
市
、
沼
南

町
と
「
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
を
作

り
、
各
市
町
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
や

地
域
の
課
題
、
合
併
し
た
場
合
の
将

来
像
、
行
財
政
の
概
況
な
ど
を
整
理

し
、
昨
年
ｍ
月
に
報
告
密
を
ま
と
め

ま
し
た
。
広
報
あ
び
こ
ｎ
月
１
日
号

で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
報
告
書
を
市
内
釦
ヵ
所
の
公

共
施
設
や
、
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

で
配
付
し
ま
し
た
。

市
内
６
地
区
で
行
っ
た
市
政
ふ
れ

あ
い
懇
談
会
で
は
、
合
併
を
テ
ー
マ

市
の
取
り
組
み

我
孫
子
市
は
、
市
内
６
地
区
で
行
っ
た
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

や
市
政
へ
の
手
紙
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
市
民
意
向

調
査
デ
ン
ケ
ー
上
な
ど
を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

柏
市
・
沼
南
町
と
の
合
併
に
参
加
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今

号
で
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

心

能
で
す
（
た
だ
し
一
層
の
改
革
は
不

可
欠
）
。

単
純
に
規
模
が
大
き
く
な
る
と
財

政
が
健
全
化
・
効
率
化
す
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
市
債
（
借
金
）
を

見
て
も
、
公
債
識
負
担
比
率
は
我
孫

子
市
、
・
９
％
、
柏
市
巧
・
０
％
、

沼
南
町
狸
・
１
％
で
す
（
妬
％
以
上

は
黄
色
信
号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
。

ま
た
、
合
併
に
対
す
る
国
か
ら
の

最
大
の
支
援
策
は
合
併
特
例
償
（
２

市
１
町
の
場
合
、
５
４
０
億
円
ま
で

借
金
が
認
め
ら
れ
る
）
で
す
が
、
合

併
を
理
由
に
国
を
あ
げ
て
借
金
を
増

市
民
意
向
調
査
は
、
性
別
、
年
齢
、

住
所
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
無
作
為

抽
出
し
た
加
歳
以
上
の
市
民
３
０
６

９
人
を
対
象
に
、
１
月
６
日
か
ら
聖

日
ま
で
の
問
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

設
問
は
８
つ
で
、
問
１
か
ら
６
ま

で
は
性
別
、
年
齢
、
住
所
な
ど
回
答

者
ご
自
身
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
問

７
と
問
８
で
合
併
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
（
下
表
参
照
）
。

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
直
接
お

聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
に
合

併
特
集
記
事
を
４
回
掲
載
し
、
そ
の

都
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
広
報
あ
び
こ

１
月
妬
日
号
参
照
）
。

さ
ら
に
、
１
月
に
は
、
よ
り
多
く

の
方
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

合
併
に
関
す
る
市
民
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

｜
I

ノ

や
す
こ
と
も
疑
問
で
す
。

我
孫
子
市
は
こ
れ
ま
で
、
市
民

と
協
力
し
て
、
子
育
て
支
援
、
高

齢
者
や
障
害
者
福
祉
、
環
境
、
文

化
な
ど
多
く
の
分
野
で
特
色
あ

る
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市

長
（
行
政
）
と
市
民
の
距
離
が
近

い
今
の
規
模
の
良
さ
を
生
か
し
、

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
東
葛
６
市
等
に
よ
る
政

令
指
定
都
市
の
検
討
は
、
合
併
特

例
法
の
期
限
（
２
０
０
５
年
）
に

こ
だ
わ
ら
ず
続
け
て
い
き
ま
す
。

Ｌ

問
７
は
、
「
２
市
１
町
が
合
併
し

た
場
合
ど
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
か
」

と
い
う
設
問
で
、
こ
れ
に
対
し
て
、

「
市
が
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
特
性
や

市
民
と
の
協
力
に
よ
り
創
意
工
夫
し

て
行
っ
て
き
た
特
色
あ
る
施
策
が
継

続
で
き
な
く
な
り
へ
我
孫
子
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
が
不
可
能
に
な
る
」
が

９
８
５
人
（
師
・
知
％
）
と
最
も
多

い
回
答
で
し
た
。

次
い
で
、
「
市
民
１
人
当
た
り
の

借
金
が
、
我
孫
子
市
（
灯
万
４
４
２

４
円
）
に
比
べ
て
柏
市
（
詔
万
ア
６

２
３
円
）
と
沼
南
町
（
副
万
Ｏ
ア
ー

６
円
）
は
た
い
へ
ん
大
き
く
、
他
市
．

町
の
こ
れ
ま
で
の
借
金
を
我
孫
子
市

民
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
」
が
９

８
２
人
（
師
・
加
％
）
で
２
番
目
に

多
い
回
答
で
し
た
（
カ
ッ
コ
内
の
額

は
狸
年
度
予
算
）
。

問
８
は
、
「
２
市
１
町
の
合
併
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
」
と
い
う
設

問
で
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
こ
れ

ま
で
ど
お
り
我
孫
子
市
単
独
で
運
営

す
る
」
が
６
９
０
人
（
鉛
・
虹
％
）

と
最
も
多
く
、
「
合
併
す
る
こ
と
を

前
提
に
つ
く
る
法
定
合
併
協
議
会
を

２
市
１
町
で
設
置
す
る
」
の
４
３
９

人
（
妬
・
串
％
）
を
上
回
り
ま
し
た
。
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市町村合併に関する市民意向調査の集計結果（抜粋） ●

市民意向調査の発送。回収結果
ga2人問アの集計結果985人
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問72市1町が合併した場合、どのようになると思うか(5つ以内で回答）
1土地利用や都市計画が広域的な視点に立って行え、医療環境・交通問題など広域的な
対応を必要とする課題への取り組みが強化される。

2.中核市としての機能を有することにより、保健所の設置など県の一部の事務を直接市が
行うことになり、身近なサービスが充実される。

3.我孫子市がこれまで、地域の特性や市民との協力により創意工夫して行ってきた特色あ
る施策が継続できなくなり、我孫子市独自のまちづくりが不可能になる。

4.市民の声が市長や議会に届きにくくなり、市民参加のまちづくりが後退し、住民ニーズ
に的確に対応したまちづくりが難しくなる。

5.合併することによって受けられる国からの財政支援の活用で、都市整備が促進される。
6規模が大きくなることで、人件費等の経費が削減され、公共施設への重複投資が回避さ
れるなど行財政の効率化が進む。

7.市民（町民）1人当たりの借金が、我孫子市に比べて柏市と沼南町はたいへん大きく、
他市(町)のこれまでの借金を我孫子市民が負担することになる。

8つくばエクスプレス（常磐新線）関連事業や柏駅周辺整備に大きな財政投資が予想され
新しい市における地域格差が生じる。

g各分野で専門性の高い職員を確保しやすくなり質の高いサービスが受けらる。
10.地域資源を多く持つことになり人□や産業の集積が高まり、地域のイメージが上がる。
11.人口規模が大きくなることによって、個人市民税の均等割が増加することや事業所税が
新たに課税されることにより、市民等の負担が増加する。

12.新市では、合併前の各市町の既得権が優先される傾向があり、かえって思い切った行財
政改革ができなくなる。

問82市1町での合併についてどう考えるか
1これまでどおり我孫子市単独で運営する。（690人。40.21％）
2.合併することを前提につくる法定合併協議会を2市1町で設置し、新市建設計画などを
作成する。（439人・25.58％）

3．2市1町で合併せず東葛地区で政令指定都市をめざす。（309人・18.01％）
4.いずれともいえない。（278人・16.20％）
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市
で
は
、
自
治
会
な
ど
の
市
民
団

体
が
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
行

う
活
動
中
に
起
き
た
事
故
等
を
で
き

る
限
り
救
済
し
、
安
心
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
市
民
活
動
災

害
補
縦
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
活
動
中

の
事
故
等
に
よ
る
傷
害
や
賠
償
責
任

の
負
担
を
補
職
す
る
も
の
で
、
徴
用

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
償
の
対
象
と
な
る
市
民
活
動
我

孫
子
市
民
が
５
人
以
上
参
加
す
る
市

民
団
体
に
よ
る
、
利
益
を
目
的
と
せ

ず
に
無
報
酬
で
行
う
日
帰
り
の
活
動

◎
傷
害
補
償

市
民
団
体
の
主
催
事
業
で
、
活
動

中
や
往
復
経
路
の
移
動
中
に
起
き
た

事
故
に
よ
っ
て
参
加
者
が
ケ
ガ
や
死

亡
し
た
と
き
、
そ
の
ケ
ガ
が
原
因
で

４
月
か
ら
図
醤
館
な
ど
の
施
設
は
、

元
旦
を
除
く
す
べ
て
の
祝
日
（
振
替

休
日
等
を
含
む
）
に
開
館
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
休
館
日
が
「
毎
週
月

曜
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
場
合
は
、

祝
日
で
も
休
館
し
て
い
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
、
変
更
し
ま
す
。

祝
日
に
開
館
す
る
施
設
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

市
民
活
動
災
害
補
償
制
度

4月から

同書館などの施設
脂
年
度
か
ら
団
体
名
簿
の
提
出
が
必
要
に

祝日は、､つも

開餡して､､まず
障
害
が
生
じ
た
と
き
に
補
償
き
れ
ま

す
。＊

死
亡
補
悩
額
・
・
５
０
０
万
円
（
事

故
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に
傷
害

の
た
め
死
亡
し
た
と
き
）

＊
後
遺
障
害
補
職
額
…
障
害
の
程
度

に
よ
り
晦
万
円
か
ら
５
０
０
万
円

（
事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に

後
遣
障
害
が
生
じ
た
と
き
）

＊
入
院
補
償
額
：
・
日
額
３
０
０
０
円

（
事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
を
限
度
）

＊
通
院
補
償
額
：
日
額
２
０
０
０
円

（
事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
で
、

実
日
数
即
日
を
限
度
）

◎
損
害
賠
償

市
民
活
動
中
の
事
故
で
参
加
者
や

第
三
者
に
ケ
ガ
を
き
せ
た
・
死
亡
き

せ
た
・
物
品
（
財
物
）
に
損
害
を
与

え
た
こ
と
に
よ
っ
て
参
加
者
や
指
導

▼祝日に開館する施設
一

｜施設名 休館日

毎月第2．3木曜日（祝日の場合は開館）

毎週月曜日（祝日の場合は開館し、その直後の
祝日にあたらない日が休館日）
月曜日（祝日の場合は開館）、毎月第2火曜日
（祝日の場合は開館）、特別整理日（4月から

翌年3月までの期間で9日以内）

毎月最後の月曜日（祝日の場合は開館し、前の
週の月曜日が休館日）

毎週月曜日(祝日の場合は開館し、その直後の祝日に
あたらない日が休館日)、館内整理日、くん蒸日

毎月最後の月曜日（祝日の場合は開館し、前の
週の月曜日が休館日）

流
一
命
‐
信
仰
１

１市民プラザ
窓7183－2111

市民会館(すくすく広職含む）
■

窓7184－3311

市民図書館

（分館を含む）
霊7184－1110

市民体育館
霊7187－1155

１
１

者
が
賠
悩
資
任
を
負
っ
た
と
き
、
第

三
者
か
ら
預
か
っ
た
物
を
壊
し
た
り
、

な
く
し
た
り
し
て
し
ま
う
な
ど
し
て

責
任
を
問
わ
れ
た
と
き
（
受
託
物
賠

償
）
、
市
の
公
共
施
設
の
欠
陥
や
不

備
が
原
因
で
生
じ
た
事
故
で
施
設
利

用
者
等
が
損
害
を
受
け
た
と
き
、
な

ど
に
対
し
て
補
償
き
れ
ま
す
。

＊
身
体
賠
彼
額
…
１
人
に
つ
き
６
０

０
０
万
円
、
１
事
故
に
つ
き
２
億
６

０
０
０
万
円
を
限
度

＊
財
物
賠
償
額
：
・
１
事
故
に
つ
き
１

０
０
万
円
を
限
度

＊
受
託
物
賠
償
額
・
・
１
事
故
に
つ
き

１
０
０
万
円
を
限
度

請
求
手
続
き
該
当
す
る
事
故
が
起

き
た
と
き
は
、
速
や
か
に
参
加
団
体

を
と
お
し
て
市
役
所
の
担
当
課
に
連

絡
し
、
即
日
以
内
に
事
故
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
き
い
。

’’
’
1’ ’’

凸

’毎週月曜日（祝日の場合は開館）

※いずれの施設も年末年始（12月29日から翌年の1月4日）は休館。
オ

～＝ 一 －

平
成
幅
年
度
か
ら

名
簿
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら
、
こ
の
制
度
の
適

用
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に
各
団
体
の

名
簿
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
活
動
分
類
と
名
簿
提
出
先
（
左

表
）
を
参
照
し
、
担
当
課
に
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
担
当
課
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

市
民
活
動
支
援
課
ま
宮
）
連
絡
く
だ

さ
い
。平

成
型
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
と
巧
年
度
の
市
県
民
税
の
申
告
は
、

３
月
幻
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
自
分
で
醤
い
て
、
所
得

税
の
確
定
申
告
響
は
柏
税
務
署
に
、

市
県
民
税
の
申
告
香
は
市
に
提
出
し

て
く
だ
ざ
い
。

税
務
署
に
は
、
簡
単
な
操
作
で
確

定
申
告
書
を
作
成
で
き
る
機
械
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
は
郵
送
で
も
で
き
ま
す
。

「
申
告
書
の
控
え
」
が
必
要
な
方
は
、

申
告
香
の
控
え
と
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、
柏
税
務
署

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

市
が
開
設
す
る
会
場
の
日
程
と
受

付
内
容
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

申
告
書
の
送
付
先
・
画

▼市民活動分類と名簿提出先

税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

申
告
期
限
は
３
月
何
日
で
す

平
成
型
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
所
得
税
・
〒
２
７
７
１
８
５
２
２
拍
市
県
民
税
：
〒
２
７
０
１
１
１
９
２

と
巧
年
度
の
市
県
民
税
の
申
告
は
、
市
あ
け
ぼ
の
２
の
１
の
釦
柏
税
務
署
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
課
税
課
市

月
Ⅳ
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
毒
７
１
４
６
１
２
３
２
１

民
税
係
云
７
１
８
５
１
１
１
１
１

郵
送
先
教
育
委
員
会
（
指
導
課
、

社
会
教
育
課
、
体
育
課
、
文
化
課
、

市
史
編
ざ
ん
室
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
、
公
民
館
、
図
譜
館
）
．
：
〒
２
７

０
１
１
１
６
６
我
孫
子
１
６
８
４

こ
れ
以
外
：
〒
２
７
０
１
１
１
９
２

（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
各
担
当
課

※
課
名
を
明
記
し
て
く
だ
き
い
。

提
出
期
限
３
月
詣
日
（
必
着
）

固
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

９
▼市が開設する会場

|日程｡会場’ 内 容

3月3日（月）

湖北台
市民センター

※駐車場は
ありません ’

告書のお預かり

指導

ちらの会場では ※担当課が複数にわたる場合は、主たる担
当課へ名簿を1部提出してください。

3月4日(火）

7日(金）

1旧(火）

14日（金）

市民会館

回

指導できません。柏税務署に直接ご相談
ください。

･ll岐言陣が必要な事業所儲(自営僕畠撲､可動
産業､竹家など）

，土地‘懲り､撫鯰どの譲渡所得の申告をする方

･青色申告､過年分の申告､平均認の申告をする方

･朧借入金禦諦I控除蝋誰除外国税雑除を
受ける方

’
’

’
市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
炉
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
等
を
毎
年
測
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
１
号
炉
（
焼
却
能
力

，
ご
み
を
減
ら
し
て
排
ガ
ス
を
抑
制

－

｡

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却

排
ガ
ス
測
定
値
は
規
制
値
以
下

皇1

’
3月17日（月）
消防本部’

ｉ蝿＊受付時間はすべて9:30-11:30，13:00-16:00です

*駐車台数に限りがあり、近隣にお住まいの方の迷惑
となりますので、車での来場はご遠慮ください

一一一

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
１
年
間
に
市
内
で
詑
件
の
火

災
が
発
生
し
、
損
害
額
は
約
５
８
７

０
万
円
で
し
た
。
一
昨
年
と
比
較
し

て
、
火
災
件
数
は
減
り
ま
し
た
が
、

損
害
額
は
増
加
し
て
い
ま
す
。．

ざ

火
災
の
多
く
は
、
一
人
ひ
と
り
力

注
意
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
尊
い
生
命
や
財
産
を
奪
う
悲
惨

な
火
災
を
出
ざ
な
い
た
め
に
、
火
の

用
心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３
７
５
０
嬉
／
時
）
、
２
号
炉
（
同

４
３
７
５
睡
〆
時
）
と
も
に
、
規
制

値
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
（
左
表
）
・

市
で
は
引
き
続
き
運
転
管
理
を
徹

▼クリーンセンターの測定結果
W'i謎'て<"l1畑そ|$|§

測定項目 施設 国の規制値 市の測定値

火災予防運動

ただいま実施中

炉
炉
炉
炉
炉
炉
炉
炉
炉
炉

ロ
言
己
呑
口
言
巨
呑
口
言
巨
呑
口
呑
口
言
巨
言
ロ
言

１
２
１
２
１
２
１
２
１
２

ダイオキシン

(ng/Nm3)

即
一
畑
一
昨
一
睡

1．3

0．11

0．096

0．003

0．991

1．32

167

209

呼

ダスト濃度

(mg/Nm3)

硫黄酸化物

(Nm3/h)
39

窒素酸化物

(PPm)
＊
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標

◎
住
宅
防
火
Ⅱ
い
の
ち
を
守
る
ア
つ

の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

．
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
。

・
渡
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
髄
す

る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

圃
消
防
本
部
予
防
課
霊
７
１
８
１

１
７
７
０
２

底
し
て
い
き
ま
す
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

ご
み
の
分
別
や
発
生
鐘
を
減
ら
す
こ

と
も
大
切
で
す
。
も
の
を
長
く
大
切

に
使
う
こ
と
や
、
ご
み
の
分
別
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
徹
底
な
ど
、
ご
み
の
減

垂
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

画
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
霊
７
１
８

７
１
０
０
１
５

250

塩化水素濃度

(mg/Nm3)
700

0

.ng:10億分の1グラムを表す単位
･mg:1000分の1グラムを表す単位
･Nm3/h:0度C、1気圧の状態に換算した数値
･PPm:100万分の1を表す単位
※，号炉と2号炉の規制値の違いは、’時間当た

りの焼却能力の違い(40001<g/時以上と未満)による

市民活動分類

社会福祉活動

環境保護活動

社会清掃活動

男女共同参画活動

スポーツ活動

E

生涯学習(社会教
育・文化･市史・
青少年育成活動）

景観・風景活動

公園緑地保全活動

学校ボランティア

桧活動

名簿提出先(担当課）
福祉総合相談室､生活支
援課介護支援課子育
て支援課保健センター

手賀沼課､鳥の博物館

クリーンセンター

男女共同参画担当

体育課(市民体育館内）
市民活動支援課

教委･社会教育課文

化課市史編さん室
生涯学習センター、公
民館、図書館

都市計画課

公園緑地課

教育委員会指導課
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国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
に
、
か
か
っ
た
医
療
費

の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

一
部
の
負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ

ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部

（
１
割
～
３
割
）
が
自
己
負
担
に
な

り
、
残
り
の
識
用
は
国
民
健
康
保
険

が
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
入
院
中
の

食
事
代
も
、
一
部
を
自
己
負
担
す
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
う
ち
、
年
金
（
老
齢
・
退
職
）

受
給
権
者
と
、
そ
の
被
扶
養
者
は

「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受

け
ま
す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
給

付
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
額
の
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合

①
同
じ
方
が
同
じ
月
に
、
同
一
の
医

▼表1市指定の施術所
｜施術所名所 在 地

千代田鍼灸院つくし野6-7-13

1有馬鍼灸治療院船戸3-3-14
有賀鍼灸治療院｜台田2-7-53
松園雛ﾏｯｻー治職|我孫子60-17
本木治療院 ｜白山1-3-13
梱野谷施術院｜栄14．3
山口鍼灸院 ｜若松134-8
清水治療院若松135-5

木下マッサージ院並木6-1-33

かすみ鍼灸院天王台1-1-30

鍼灸クリニック腱幸堂天王台1-24-8

倉持鍼灸院天王台3-8-11

花鳥鍼灸院天王台3-13-1

鍼灸。接骨院こころ天王台4-3-11

緑風堂天王台4-9-1-2O1

みどり鍼灸院東我孫子2-33-22

川村整骨院柴崎2910

月辰会鍼灸院柴崎台1-7-5

はり灸天王台健康院柴崎台2-13-33

もくれん治療院(出張)青山台2-21-4

東洋鍼灸院 ｜青山台4-21.22
川田治療院 ｜高野山547
わかば鍼灸接骨院|湖北台'-1320-10’
治療室川田 ｜湖北台1-18雲2
1湖北台鍼灸整骨院|湖北台3-4-11

霞|電話番号'’

'7184.16221
17184-6703
171832240
7183-0437

7182-3626

7182-1610

7185-2630

7182-6202

7182-2973

7184-9599

7182-3323

7182-4814

7184-1989

7186-5563

7182-5575

7165.34911
7183-7400’

'7183-6459
17182-8963
17139-2372
7184-8161

7182-3318

7139-2646

71882105

7187-3804

7188-6318

7187-0219

7188-5019

7188-0022

7188-0829

7189-4649

7189-1898

7189-1341

7189-1394

7139-4154

7189-3324

7137-1885

7131-5948

0

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
頼
れ
る
制
度
で
す

療
機
関
で
、
限
度
額
を
超
え
て
医
療

識
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
一
つ
の
世
帯
で
、
同
じ
月
に
複
数

の
方
が
一
人
２
万
１
０
０
０
円
以
上

を
支
払
っ
た
場
合
で
、
そ
の
合
計
が

限
度
額
を
超
え
た
場
合
も
支
給
さ
れ

ま
す
。

③
一
人
の
方
が
複
数
の
医
療
機
関
で

２
万
１
０
０
０
円
以
上
を
支
払
っ
た

場
合
で
、
そ
の
合
計
額
が
限
度
額
を

超
え
た
場
合
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
診
療
月
か
ら

約
３
カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
の
で
、
国
保
年
金
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

医
療
費
以
外
の
給
付

次
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
出
産
育
児
一
時
金
詞
万
巴
：

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
妊
娠
弱
日
以
上
の
死

産
・
流
産
で
も
医
師
の
証
明
が
あ
れ

ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

膜
ぞ
安
心
し
て
埋
雲
が
摩
擦
を

②
葬
祭
費
（
、
万
巴
：
．
被
保
険
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
祭
を
行
っ
た

方
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

後
日
支
給
さ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え
ず

医
療
費
を
全
額
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、

後
日
申
請
し
て
、
国
保
連
合
会
の
査

定
に
よ
り
給
付
さ
れ
ま
す
。

＊
緊
急
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
保

険
証
を
提
示
で
き
ず
、
医
療
費
を
全

額
負
担
し
た
場
合

＊
コ
ル
セ
ッ
ト
等
治
療
用
装
具
代
や

輸
血
の
生
血
代

＊
医
師
が
必
要
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施
術
識

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
設
利
用
券
を
交
付

娼
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
、
市
指
定
の
施
術
所
（
表
１
）

で
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
を
受
け
る
場
合
、
施
設
利
用
券

に
よ
る
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
券
は
、
１
枚
に
つ
き
１
０
０

8

り

入
院
中
の
食
事
代
は
、
治
療
に
か

か
る
費
用
と
は
別
に
、
一
日
に
つ
き

７
８
０
円
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

が
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
な
ど

は
、
申
請
に
よ
っ
て
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
（
表
２
）
・

軽
減
を
受
け
る
に
は
「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
国
保
年
金

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
老
人

医
療
受
給
者
は
介
護
支
援
課
へ
）

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
認
定
証
が

発
行
き
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
の

０
円
で
、
１
日
１
枚
（
１
カ
月
に
複

数
枚
利
用
可
）
、
年
間
型
枚
（
月
割

り
で
交
付
）
が
利
用
で
き
ま
す
。
国

保
年
金
課
、
各
支
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

唾
繍
籠
騒
溜
霞
猯

熟
語
騨
聯
鰯

重
篝
縫
巻
軽
減

|治療院いしじま｜湖北台8-1-1-108

1陽明堂鍼灸院｜中峠台14-21
治療室一灸 ｜中峠1230-8
橘整体院 中 里304

鍼灸ナルシマ日秀254-19

光瞳漢布佐1- 29-5

1おざき接骨院布佐1212
1鍼灸敞玄堂布佐2191
｜堀越マッサージ布佐2974

詠たﾏｯｻー ltﾘ諏殆織布佐3060-12-1F-A

吉田ﾏｯｻー ゾ､セラピー布佐平和台2-11.3

,ひろ鍼灸整体院柏市根戸202.3
1指圧治療。順天堂柏市船戸1611-3

塗
雲
唇

窓
口
に
保
険
証
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
在
毒
軽
減
を
受
け
て
い
る
方
も

再
度
手
続
き
を

現
在
、
軽
減
を
受
け
て
い
る
方
も

８
月
１
日
か
ら
新
年
度
の
切
り
替
え

と
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
、
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
日
数
が
卯
日
を
超
え

る
と
、
負
担
額
は
さ
ら
に
軽
減
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
、
高
額
療
養

饗
の
支
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
老
人
医
療
受
給
者
は
介
護
支
援

課
・
内
線
４
１
４
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

▼表2入院中の食事代自己負担額

■

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
３

月
瓢
日
で
有
効
期
間
が
満
了
し
ま
す

の
で
、
新
し
い
保
険
証
（
一
般
被
保

険
者
用
…
浅
黄
色
、
退
職
被
保
険
者

用
・
・
・
ク
リ
ー
ム
色
）
を
３
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
お
手
元
に
届

き
次
第
使
用
で
き
ま
す
が
、
保
険
証

に
記
載
さ
れ
た
住
所
や
氏
名
な
ど
に

国
民
健
康
保
険
に
よ
り
受
診
さ
れ

た
方
に
、
年
２
回
医
療
費
の
通
知
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
（
３
月
…
前

年
の
６
月
か
ら
ｎ
月
ま
で
の
受
診
分
、

９
月
…
前
年
の
哩
月
か
ら
そ
の
年
の

５
月
ま
で
の
受
診
分
）

こ
の
通
知
は
、
納
め
た
保
険
税
と

医
療
強
の
し
く
み
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
皆
ざ
ん
が
受
診
さ
れ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
、
受
診
を
抑
制
す

る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
と
き
は
十
分
な
治
療
を
受

け
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

医
薑
渥
響
讓
賜
雲

色

電 話番号は

正確に

松戸社会保険事務所
窓047－345－5525

保
険
証
を
更
新

３
月
中
旬
に
市
か
ら
郵
送
し
ま
す

誤
り
や
記
入
も
れ
が
な
い
か
を
、
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

は
「
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い

て
」
の
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
。
内

容
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
鎚
日
ま
で
に
保
険
証

や
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合
や
保
険

証
の
記
載
事
項
に
誤
り
な
ど
が
あ
つ

を
心
が
け
て
く
だ
き
い
。

※
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費
は
、

別
に
通
知
し
ま
す

通
知
内
容
①
受
診
年
月
、
受
診
者

納め忘れはありませんか松戸社会保険事務所は､健康保険厚生年

金保険､国民年金事務を取り扱う国の出先機

関で$東葛飾地区の5市2町を管轄していま

す。

最近､業務の多様化や国民年金関係の事務

の見直しにより、多くの皆さんからの問い合

わせ力嘆中するようになりました。これに伴

い、多数のかけ間違いの電話力廃生し､多く

の方々 にご迷惑をおかけしています。

当事務所に電話をかける際には､今一度

電話番号をお確かめになり、くれぐれもおか

け間違いのないよう、お願いします。

間松戸社会保険事務所国民年金関係窓047

-345-5525

納税は便利な

口座振替
をご利用ください

た
場
合
は
、
国
保
年
金
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
で
住
民
票
が
我
孫
子

市
以
外
に
あ
る
方
（
マ
ル
学
）
や
旅

行
な
ど
で
一
時
的
に
世
帯
と
別
の
保

険
証
が
必
要
な
と
き
（
マ
ル
遠
）
の

保
険
証
の
更
新
や
、
家
族
の
被
保
険

者
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず

期
限
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

園
国
保
年
金
課
・
内
線
３
２
４

名
②
診
療
区
分
③
日
数
④
医

療
機
関
名
⑤
自
己
負
担
額
⑥
保

険
者
負
担
額

固
国
保
年
金
課
・
内
線
３
２
４

保険税の納付は、皆さんの利便性と市役
所の事務の効率化を図るため､口座振替を
墓本としています。

市役所の窓口に出向く手間が省け､納め
忘れがなく確実に納付できる、口座振替を
野ﾘ用ください。

閲国保年金課･内線353

●

「

一 般加入者

市民税非課

税世帯等

70歳以上で低所得者Iの方

90日までの入院

90日を超える入院
(過去12カ月の入院日数）

1日780円

1日650円

1日500円

1日300円
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消
防
署
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
応
急
処
置
の
で
き
る
人
）
を

育
成
す
る
た
め
、
上
級
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

救
急
隊
員
が
人
形
を
使
っ
て
、
人

工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
成
人

幼
児
、
新
生
児
）
、
外
傷
の
手
当
を

閲 噴
謡
薗
酬
駒

平成

1S'年痩
上
級
救
命
講
習
会
を
開
催

●

唖

》
霊

※応募者多数の場合は抽選。（結果は
3月下旬に通知します）

※応募が定員の4割に満たない講座は、
開講しないことがあります。
※アビスタ（1時間100円）、湖北地
区公民館市民会館以外は、いずれも
駐車場はありません。

主催我孫子市民文化講座連合会
間各講師へ

期間4月から平成16年3月まで

対象継続して受講できる18歳以上の

市内在住者（お子さんを連れての受講

はご遠慮ください）
ふりがな

申し込み往復ハガキに住所､氏名、

年齢､電話番号＄講座名｝受講場所、

受講日、講師名を明記し、3月14日

（必着）までに〒270-1154白山2の

20の8田崎未満へ

指
導
し
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
５
分

間
、
あ
な
た
の
手
で
あ
な
た
の
周
り

の
人
を
救
う
技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
３
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
６
時

場
所
消
防
本
部

釦
で

内
容
一
人
法
の
心
肺
蘇
生
法
、
止

ふ
く
し

血
法
、
副
子
固
走
法
、
外
傷
の
手
当

な
ど
の
指
導

対
象
・
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
で

健
康
な
方
、
先
着
晦
人

参
加
費
無
料

持
参
昼
食

申
し
込
み
・
画
電
話
で
消
防
本
部

警
防
課
蓉
７
１
８
１
１
７
７
０
１

（
休
日
・
閉
庁
時
は
壷
７
１
８
４
１

０
１
１
９
）
へ

▼市民文化講座一覧 ■

講師 名
電話番号|定員|§

|蝿
153

人儲

153
人（テ

153
人（1

153
人（1

153
人 、

153
人（］

|要，

受講料
（月額上犀産脅|受講且」講座名|受講圓 場所内容

会員壱募集赫匡己クル’
井出芳雄
7182-5622
しもだいら

下平みどり
7185-3315

2,500円
{ﾃｷｽﾄﾊ別）

第2°第4
水曜日午前

アビスタ

’
3,000円
闇ﾃｷｽﾄ代誠

第1・第3
水曜日夜間

漢字､仮名の
初歩から＆

期間4月から平成16年3月

申し込み往復ﾊがｷに住所､氏名､電話番号(子供英会話はお子さんの氏名､'性別､小学

校名､学年)を明記し､各申し込み先へ郵送(子ども体操はアピスタ・ﾎー ﾙで直接受付）

※場所･実施回数はサークルにより変更する場合があります。

3,000円
(ﾃｷｽﾄ代別I

阿部啓子
7188-7428

第1・第3
今曜日午前

湖北書道
(A)

湖北地区公民館

や

浅野宗苑
7182-8588

3,000円
(水屋料含晒）

第1・第3
火曜日午前

茶道
(表千家）

アビスタ
3,000円
(水屋料含む）

掛川宗清

7184-5237
茶道
(遠ﾘ'l'l流） ’

第2・第4
火曜R午前

参加費
(月額）

定
員
一
溺
人
一
加
入
一
卵
人
一
別
人
一
加
入
一
加
入
一
知
人
一
帥
帥
人
帳
如
人

サークル名
(内容･対象など）

申込先・電話番号開講日°場所
’

初歩から

1
〒270-1147若松112-14

7182-6339今井光代

’’
第2．4木曜日､9:30
～11:30、アビスタ

2,000円
『ｷｽﾄ燗1

英会話のための基礎英語
(中学齪團取法･フリーﾄー ｸ）

玉井宗美
7188-9644

3,000円
(水屋料含む）

第1。第3
木曜日午前

茶道
(襄千家）

湖北地区公民館

〒270-1152寿2-22-7

7183-1876根本栄子

月3回の土曜日､9:30
~10:30、アビスタ

2,000円
(ﾃｷｽﾄ燗リ

子供英会話(小学枚4-6年対象・
英語の基礎から異文化学習）

岡田宗由
7184-5721

茶道
(表千家）

第2・第4
水曜日午前 |;蝦 村川別荘母屋

’
おさかく

越阪部洋一
7182-8525

第2・第4鉛筆デッサン
土曜日午前など初歩から

〒270-1141栄9-21

7184-6204須藤||偵予
帰順艤容体操いつまでも若く美しく
あるためにﾘズﾑに帥せてｽﾄﾚｯﾁ）

毎週木曜日、10:00~

12:00、アビスタ
1,500円油絵 2,500円

市民会館 〒270-1168根戸1024-33

7184-4043渡辺公子水墨画齢壼劉 |更'2,’
|契,2＃
更2，

|更'2，
|更|，
|更|’

更'@
）

で

|更'2

更2

人（ホ
152，

152

人（ホ

箙
|更|＃
|鵬
'更,」
受2｣

丹田呼吸健康法(東洋の叡智
を現代に生かす完全な呼吸法）

毎週木曜日、13:00~
15:00、アビスタほか

篠田佳以子
7182-2842

1,500円初歩から 2,500円

〒270-1128中峠台22-1

7139-2313松村美貴子
第1．3土曜日､9:30
~11:30､アビスタ

第1・第3
火曜日午前

毛利弘子
7188-0548

鉛筆デッサン
など初歩から

着付 2,000円油絵 2,500円
(自分で看る方法。

普段着から礼装まで

半巾帯｡名古屋帯・

袋帯の結び方）

湖北地区公民館
〒270-1143天王台3-6-3

えし､ミニ

7184-8946酒丼恵子

第1.3火曜日、9:30～
11:30､湖北地区公民館

湖北
着付|補8蕊

第2・第4
水曜日午前

2,500円’ 2,000円水彩画 初歩から

〒270-1121中峠3084-3
みさし､=づ

7187-0808美細津悦子

第2．4木曜日､10:00-
12;00,布肺馳ｿﾀー 輔2柵|需覇

布佐
言付

第1・第3
水曜日午前

華道
(A)

初歩から
(池坊）

2,000円村川別荘新館
｡

2,000円野村礼子
椛代別）7183-2702

子ども体操(体力づくり運動）

年中…平成10年4月～
11年3月生まれ

年長…平成9年4月～
10年3月生まれ

毎週水曜日
A…14:00～14

B･･･15:00～15

C…16:00～16

アビスタ

アビスタで申し込み
年中…3月12日12:30~

年長…3月19日12:30～

梅沢7188-8292

｜鶏白鶉華道
(B) ’

初歩から
(草月淵

湖北地区公民館
’ 50

50

50
1,500円″

’｜諜自鶉
華道
(C) ｜職？

第1・第3
幸曜日午前

海老原千瓶子
7184-3767

2,000円
（花代別）

湖北台東小学校

第2・第4
土曜日10:00
~14:00

＝晨秀範
2,000円

7187-2989

蹴罐淵{勵
脳から自立まで

村川別荘新館短歌

シルバー人材センター講座生を募集４
前

》
弟
年
‐

。
［
Ｈ
〕

２
曜

第
日

’

’加,円|劣繍劣繍|湖北地区公民館謡(宝生流）

期間4月から平成16年3月（8月は休講）

対象市内在住の方(年齢･性別を問いません）

申し込み･間往復ﾊガｷに講座名､住所､氏名(学習教室参加希望者は児童名､保護者名、

学校名)、年齢､電話番号を明記し、〒270-1121中峠2607(社)シルバー人材センター
事務局冠7188-2200/I

渡瀬克明

7182-7664

第2･第4
日曜日午前 2,500円’謡(観世流）

アビスタ

|職鶉
バｯﾁﾜー ｸ

キルト
2,000円
(材料代別）

小枝ひろ子
7189-0138U

第2°第4
土曜日午前

2,000円
(材料代別）

樋口治子
7184-1726｜

I

染色

容|定員|受講料｜場所講座名｜受講日’内初歩から 市民会館

’ |評‘潟’
机邦子
7184-5737

第2・第4
土曜日午後

2,000円
耐料代別）

デｺｰｶ 先着
20人第11編滞日’

第,;繍需日’
第1．第3水曜日’
’13:3恥15:30

基本から作品の裏打ちまで墨絵教室
｜
楯
叫

’
2,000円大野日出子
(材料代別）7189-1072’

月額
1,500円

書道の初歩から

俳句の初歩から
(生涯の趣味として）

書道教室
我孫子第一小

地域交流教室

※駐車は不可

｜
痛
肌

湖北地区公民館

’｜

’
2,000円
(材料代別）

正木美夜子
7184-4376

俳句教室｜|ｽﾃﾝドﾗｽ
~

先着
20人’ 小物からベスト、ｾー ﾀー まで’手編教室

アビスタ

おみ

佐藤麻績
7188-2450

1,000円 先着
20人 月額

2,000円

6

’
小I烏豊

7188-7170

第1・第3
土曜日午前

囲碁入門コー
ス(男性可）

女性囲碁 アビスタ 先着
20人’

2,000円 和服着付全般言付教室
市民会館

’|史’
野口町子

2,500円 7184-6157

第1・第3
月曜R午前

古典舞踊

(端唄､小唄）
趣味のアクセサリーや作品
のデザイン僅礎から応用まで）

善
人

先
別|木彫教室

算数。生活指導など
(対象…小学校6年生）

月額
3,000円

渋谷ビル
体町3丁目）

先着
5人

9:30～11:30○午後の部…12:30～14:30
18:30～20:30

※○午前の部
○夜間の部

学習教室
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＝プ手づくりゾーン内我
孫
子
で
は
、
手
賀
沼
浄
化
の
市

民
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
鍛
境
や
福

祉
、
生
涯
学
習
な
ど
ざ
ま
ざ
ま
な
ま

ち
づ
く
り
に
係
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
、
市
民
公
益
活
動
を
行
う
個
人

や
団
体
が
活
発
に
地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市民活動ﾌｪｱー inあびこ 0

■
■
■

△

●■

08

■■

■■し』I

徴 …
0

じまる新たなつながり出会いからは

米
作
り
を
通
し
て
、
手
賀
沼
の
水

質
浄
化
と
身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

春
は
田
起
し
と
田
植
え
、
夏
は
草
￥

取
り
、
秋
は
稲
刈
り
。
お
米
は
自
然

乾
燥
さ
せ
、
収
謹
祭
で
試
食
し
ま
す
。

日
程
４
月
哩
日
（
土
）
：
・
説
明
会
、

そ
の
後
、
４
月
か
ら
９
月
の
月
１
回

の
土
曜
日
に
作
業
を
予
定

場
所
手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
（
岡
発

戸
新
田
）

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
釦

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
無
料

応
募
方
法
・
固
往
復
ハ
ガ
キ
に
代
一

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
一

番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
一

返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、
３
月
即
日
・

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１

９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
手
賀
一

沼
課
環
境
調
整
担
当
・
内
線
４
６
２
－

へ

ま
た
、
企
業
も
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
「
出
会
い
か
ら
は
じ
ま
る
新
た

な
つ
な
が
り
」
と
し
、
人
と
の
出
会

い
、
新
た
な
仲
間
づ
く
り
、
地
域
で

い活
き
活
き
と
活
動
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る

学
習
や
情
報
の
提
供
、
市
民
・
団

体
・
企
業
の
交
流
の
場
な
ど
を
設
定

し
、
市
民
活
動
フ
ェ
ア
ー
、
あ
び

こ
２
０
０
３
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
３
月
８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）

場
所
ア
ビ
ス
タ
（
入
場
無
料
）

○
市
民
団
体
・
企
業
社
会
貢
献
活
動

展
示
…
８
日
正
午
か
ら
午
後
４
時
、

９
日
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

○
市
民
団
体
。
企
業
社
会
貢
献
活
動

発
表
会
・
・
８
日
正
午
か
ら

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
市

民
・
企
業
。
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
（
９

パ
ネ
リ
ス
ト
：
典
梠
寛
ざ
ん
（
社
会
一

日
午
後
２
時
か
ら
５
時
）

こ
う
ろ
ぎ

福
祉
法
人
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
一

会
理
事
長
）
、
越
後
啓
子
ざ
ん
（
Ｎ
－

Ｐ
○
法
人
カ
ル
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
編
集
長
）
、
梅
田
美
保
ざ
ん
念

れ
あ
い
弁
当
の
会
世
話
人
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
渥
美
省
一
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長

○
パ
ソ
コ
ン
で
名
刺
作
成
（
８
日
．

９
日
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
（
定

員
は
各
日
先
着
別
人
）

○
人
形
劇
（
９
日
正
午
か
ら
、
午
後

２
時
即
分
か
ら
）

○
沼
へ
行
こ
う
！
我
孫
子
の
地
図
展

示
～
あ
な
た
は
い
ま
、
ど
こ
に
い
る

の
？
～
（
８
日
正
午
か
ら
午
後
４
時
、

９
日
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
）

○
新
鮮
な
我
孫
子
産
野
菜
の
直
売

（
９
日
午
前
ｕ
時
か
ら
午
後
２
時
）

圏
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８

５
１
５
２
３
３

谷
津
を
歩
き
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
春
を
感
じ
る
草
花
を
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

谷
津
の
自
然
観
察
会

鏥
錬
珈
琲
～
早
春
の
草
花
を
探
そ
う
～

if

当
日
、
説
明
員
が
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
・
集
合
場
所
３
月
８
日
（
土
）

午
前
９
時
釦
分
、
束
我
孫
子
駅
南
口

広
場
集
合
。
ｎ
時
釦
分
に
集
合
場
所

で
解
散
予
定
（
小
雨
実
施
・
荒
天
中

止
）

内
容
岡
発
戸
・
郡
部
の
谷
津
を
歩

い
て
観
察

テ
ー
マ
早
春
の
草
花

定
員
先
着
妬
人

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
固
恋
話
で
手
賀
沼

課
・
内
線
４
６
４
へ

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
８
時

釦
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
霊
７
１

８
５
１
５
０
０
０
、
コ
ー
ド
番
号
８

５
０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

岡
発
戸
・
郡
部
の
谷
津
に
は
、
現

在
も
多
様
な
自
然
環
境
が
残
っ
て
い

ま
す
。
四
季
折
々
の
風
景
や
、
そ
こ

に
生
息
す
る
生
物
を
対
象
と
し
た
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。

ア
ビ
ス
タ
会
場

日
時
３
月
４
日
（
火
）
か
ら
四
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

場
所
ア
ビ
ス
タ
２
階
展
示
コ
ー
ナ

ー
（
入
場
無
料
）

内
容
谷
津
の
風
景
と
動
植
物

谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
会
場

日
時
３
月
型
日
（
金
）
か
ら
妬
日

（
日
）

場
所
都
部
の
休
耕
田
（
下
図
）

谷
津
写
真
展

四
露
折
々
＠
回
員
を
お
蕊
し
み
く
だ
さ
い

古
利
根
沼
に
隣
接
す
る
古
利
根
公

園
〃
自
然
観
察
の
森
″
で
は
、
み
ど

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
、
豊
か
な
生
態
系
を
め
ざ
し
た

森
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
現
在
廻
人
。

月
１
．
２
回
の
活
動
日
（
主
に
土
・

日
曜
旦
に
は
、
常
時
加
入
が
集
ま

り
、
枯
れ
木
の
処
理
、
竹
林
の
間
伐

な
ど
の
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

（
入
場
無
料
〉

内
容
谷
津
の
動
植
物

※
写
真
は
テ
ン
ト
内
に
設
営
し
ま
す

（
雨
天
時
も
開
催
）
。

抄
谷
津
ミ
ユ
ｉ
ジ
ア
ム
会
場
案
内
図

参加してみませんか

みどりのポﾗﾝﾃｨｱの

森づくり
＄
谷
津
酌
風
景
上
動
植
物
＄

5

谷
津
写
真
展
の
谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
会
場
と
な
る
休
耕
田
の
草
刈
り
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
き
い
。

日
時
３
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時

か
ら
３
時
（
小
雨
実
施
）

場
所
上
図
参
照

持
参
長
靴

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
き
い
。

圖
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
４

市
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
参
加
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
、
平
成
巧
年
度
か
ら
、
中
里
市
民

の
森
で
の
活
動
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
参
加
（
登
録
）
し
て
み
た

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

※
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
胃
ｇ
く
べ
尋
尋
弓
．
丙
詳
旨

宇
ご
Ｏ
ｂ
①
』
℃
、
儲
○
吋
の
叩
席
画
吟
、

申
し
込
み
・
画
電
話
で
３
月
、
日

ま
で
に
公
園
緑
地
課
・
内
線
５
４
５

口

谷津の写真展会場の

草刈りに

ご協力ください
’

竹林の間伐をするポﾗﾝﾃｨｱの皆さん

季賀詞⑤唇皀詞窮

ミニSL･レンタサイク

春休み期間中は毎日プラザコンサート
あゆみの郷公社では、お子さんの春休みに合わ

せて、3月2旧(祝)から4月6日(日)まで、ミニ

SLとレンタサイクルを毎日営業します。

営業日3月2旧(祝)から4月6日(日)までの毎

日｡以降の土・日祝日（雨天･荒天時は休業）

営業時間＊ミニSL…午前10時から午綴4時

（4月から9月までは午前9時30分から午後5

時）＊レンタサイクル･･午前9時から午攪4時

（4月から9月までは午後5時まで）

場所＊ミニSL…手賀沼公園＊ﾚﾝﾀｻｲｸ

日時3月15日(土)午後4時

30分開場5時開演

爵所茄混プラザ

内容＊フルートアンサンブル

"ジュイール“（植村順子さん、

l6111郁子さん､齋藤裕介さん、

中丸雄一郎さん)…ねこ（ペル

トミュー）＊向典子さん’内田

愛さん(ピｱﾉ連弾)"｢ぺー ﾙ．

ギュント｣第1組曲(グリーグ）

＊中央学院大学吹奏楽団(木管

アンサンブル）…愛のあいさつ

(工ﾙガー )ほか

定員先着120人

入場料無料

申し込み不要(直接場へ）

間教育委員会文化課窓7185‐

1151

ル･手賀沼公園烏の博物館ｻｲｸﾙパー ｸ

天王台南､柏市体育館道の駅しようなん(返
却は各ステーション自由）

料金＊ミニSL…2周200円＊レンタサイ
クル（22～26インチ）…300円(小学生以下
100円）

間（財)あゆみの郷公社窓FAX7183-1130

(月･土日曜日‘祝日を除く）

●

『
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日
・
所
３
月
９
日
（
日
）
過
時
釦
分

～
聡
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）

内
市
内
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、

市
民
活
動
な
ど
の
ビ
デ
オ
上
映

対
当
日
先
着
１
５
０
人

間
高
橋
壷
７
１
３
９
１
３
３
６
６

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー
ト

世
界
に
と
ど
け
平
和
の
心

日
４
月
廻
日
（
土
）
狸
時
開
演

所
市
民
会
館

出
柳
瀬
房
子
さ
ん
（
朗
読
）
、
山

崎
葉
子
ざ
ん
（
チ
ェ
ロ
）
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
レ
オ
ー
ネ
、
白
山
中
学
校

合
唱
部
、
高
野
山
小
学
校
合
唱
部
、

め
ば
え
幼
稚
園
園
児
、
め
ば
え
幼
稚

園
母
の
会
コ
ー
ラ
ス
部

曲
目
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ

い
、
鳥
の
歌
、
壁
き
え
た

賛
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

問
酒
井
垂
７
１
６
９
１
８
６
９
３

問所臼 日
３
月
妬
日
（
日
）
狸
時
開
演

所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

内
公
演
「
声
な
き
氷
像
」
、
祝
太
鼓
、

コ
ー
ラ
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
ほ
か

問
藤
江
壷
７
１
８
４
１
５
０
８
３

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
棚
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
：
．
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
ア
ー
８
５
１
１
１
１
１

市
民
劇
団
認
び
一
塁
萱
且

創
立
扣
周
年
記
念
公
演

第
ｅ
回
け
や
き
歌
の
会
発
表
会

あ
び
こ
Ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｏ

Ｆ
ｅ
Ｓ
ｔ
ａ
２
０
０
３

で
か
け
て

み
ま
せ
ん
か

３
月
嘘
日
（
日
）
、
時
～
画
時

湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

原
嶋
念
７
１
３
９
１
１
１
３
４

日
・
・
・
日
時
、
所
：
．
場
所
、
内

４

１
１
１
１
１
１

U

I

・
内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
、
対
・
・
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
饗
…
黄
用
、
申
…
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
臺
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、
主
：
・
主
催
・
共
催

グ

ミ

－

４

．

０

１

Ｏ

Ｉ

１

ｎ

４

ｊ

Ⅱ

ｑ

“

■

ｑ

Ｊ

Ｉ

ｒ

ｌ

Ⅱ

可

■

■

■

■

Ｇ

５

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ロ

ロ

■

〃

ｑ

０

凸

■

■

。

“

ロ

ロ

■

唾

■

一

■

一

己

■

■

■

■

ロ

ロ

■

’

１

１

１

１

国

■

■

■

■

０

■

号

凸

凸

厚

■

。

■

□

Ｊ

ｒ

Ｑ

室

■

■

■

Ｒ

・

１

１

１

■

■

。

■

■

■

■

■

●

■

■

毎

画

”

■

■

ｐ

ａ

ｚ

”

■

■

■

呂

守

凸

口

凸

■

■

日
３
月
調
日
（
土
）
晦
時
開
減

所
湖
北
地
区
公
民
館

出
佐
藤
康
子
さ
ん
、
宮
部
小
牧
さ

ん
、
渡
邊
真
弓
ざ
ん
、
馬
場
崇
さ
ん
、

大
久
保
光
哉
さ
ん
、
酒
井
崇
さ
ん
、

山
田
す
み
子
ざ
ん
、
あ
び
こ
オ
ペ
ラ

合
唱
団

曲
目
「
椿
姫
」
よ
り
「
乾
杯
の
歌
」
↑

「
魔
笛
」
宅
－
ツ
ァ
ル
ト
）
よ
り
抜

粋
ほ
か

費
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
５

０
０
円
（
全
席
自
由
）

問
酒
井
電
７
１
８
３
１
３
７
０
８

日
３
月
塑
日
（
土
）
陞
時
～
遁
時

所
市
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）

出
手
賀
沼
カ
ル
テ
ッ
ト
（
ア
マ
チ

ュ
ア
弦
楽
四
重
奏
団
）
ほ
か

曲
目
ウ
イ
ン
ナ
ー
ワ
ル
ツ
、
弦
楽

四
重
奏
曲
「
ひ
ば
り
」
（
ハ
イ
ド
ン
）

弦
楽
五
重
奏
曲
Ｋ
５
１
５
宅
－
シ

ア
ル
ト
）
ほ
か

問
米
山
壷
７
１
８
４
１
５
７
５
３

日
本
國
神
流
如
周
年
記
念

吟
詠
剣
詩
舞
道
大
会

日
３
月
２
日
（
日
）
、
時
～
面
時

所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

問
津
川
念
７
１
８
２
１
３
４
２
６
日
３
月
妬
日
（
旦
叩
時
～
狸
時
ざ
ん
（
川
村
学
園
女
子
大
学
助
教
授
）
日
加
時
～
唱
時
（
４
月
は
躯
日
。
全

「
ぐ
る
ｌ
ぷ
彩
展
」
絵
画
展
密
止
考
評
諦
熱
鍔
野
ン
プ
場
（
雨
天
対
未
就
学
児
童
・
小
学
校
低
学
年
、
回
）
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

児
童
の
保
護
者
、
先
着
知
人
対
先
着
型
人

日
・
所
３
月
ｕ
旦
火
）
～
酪
旦
且
内
枯
葉
で
焼
き
い
も
、
ボ
ー
ル
遊
費
征
料
愛
１
万
６
５
０
０
円
（
昼
食
含
む
）

、
時
～
〃
時
五
日
は
週
時
か
ら
、
ぴ
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
ほ
か
※
保
育
あ
り
（
要
予
約
）
申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

蝿
日
は
娼
時
ま
で
）
、
ざ
わ
や
か
ち
対
Ｏ
歳
児
～
未
就
学
児
と
保
謹
者
主
あ
び
こ
女
性
会
議
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
２
７
０
，

ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）
問
社
会
福
祉
協
議
会
壷
７
１
８
４
申
・
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
柳
川
１
１
６
４
つ
く
し
野
６
の
即
の
２
川

問
鈴
木
壷
７
１
８
４
１
７
３
４
４
１
１
５
３
９
田
靖
子
垂
７
１
８
４
１
２
５
２
８

念
剛
７
１
８
３
１
９
９
３
６

あ
び
こ
声
楽
家
協
今

第
１
回
定
期
演
奏
《

青
山
台
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
む
会

第
制
回
室
内
楽
．

識
ン
サ
ー
ト 云云

日
３
月
７
日
（
金
）
①
、
時
釦
分
、

②
皿
時
釦
分
、
③
嘔
時

所
柏
市
民
文
化
会
館

内
家
族
心
織
暦
よ
る
痴
ほ
う
者
の

自
立
を
描
く
作
品
（
松
井
久
子
聴
督
）

費
１
２
０
０
円
（
全
席
自
由
）

申
・
問
電
話
で
千
葉
県
高
齢
者
協

同
組
合
壷
７
１
６
７
１
５
３
９
３

こ
つ
こ
ひ
ろ
ば

日
・
所
３
月
２
日
（
日
）
超
時
～
妬

時
、
市
民
会
館
（
参
加
無
料
）

内
市
内
の
農
家
（
直
売
、
有
機
、

学
校
給
食
供
給
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
提

携
な
ど
）
と
の
懇
談

対
先
着
１
０
０
人
（
地
元
有
機
野

菜
セ
ッ
ト
を
抽
選
で
釦
人
に
贈
呈
）

主
我
孫
子
市
農
業
青
壮
年
会
議

問
農
政
課
・
内
線
５
１
３
（
当
日

は
壷
Ｏ
９
０
Ｉ
８
７
４
２
Ｉ
Ｏ
８
２
２
）

食
。
農
倶
楽
部
（
く
ら
ぶ
）

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
日
体
験
講
座

日
・
所
３
月
８
日
（
土
）
喝
時
～
嘔

時
、
市
内
の
農
家
（
参
加
無
料
）

内
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ
ト

の
栽
培
実
習

対
先
着
巧
人

※
農
作
業
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。

と
も
り

申
・
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
友
利

き
恥
７
１
８
７
１
１
７
９
３

農
家
と
語
る
つ
ど
い

地
産
地
滴
の
新
た
な
ス
テ
ツ
ブ
ヘ
ー
’

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

「
折
り
梅
」
上
映
会

日
・
所
３
月
、
日
（
月
）
過
時
釦
分

～
嘔
時
釦
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
子
育
て
の
上

日
３
月
妬
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
９

時
釦
分
～
ｎ
時
釦
分
（
全
５
回
）

所
湖
北
台
中
央
公
園
内
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
雨
天
延
期
）

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
初

心
者
、
釦
人
（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

費
２
０
０
０
円
（
５
回
分
）

申
３
月
９
日
（
日
）
９
時
～
９
時
釦

分
に
湖
北
台
中
央
公
園
内
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
受
け
付
け

問
中
川
壷
７
１
８
３
１
３
０
２
３

ワ
ー
ク
シ
ヨ
ツ
プ
個
性
を
生
か
す

子
育
て
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
康
づ
く
り
教
室

シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
硬
式

日
・
所
３
月
妬
日
か
ら
毎
週
火
曜

日
哩
時
～
胆
時
（
全
４
回
）
、
市
民

体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
雨
天
延
期
）

対
市
内
在
住
の
即
歳
以
上
の
初
心

者
、
和
人
（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

費
１
０
０
０
円
（
４
回
分
。
３
月

妬
日
に
徴
収
）

持
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し

ラ
ケ
ッ
ト
あ
り
）
、
テ
ニ
ス
シ
ユ
ー

ズ
、
帽
子
、
飲
み
物

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。

申
ハ
ガ
キ
に
「
健
康
づ
く
り
教
室
」
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
３
月
ｎ
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
１
１
１
１
１
古
戸
６
９

６
市
民
体
育
館
内
教
育
委
員
会
体
育

課
壷
７
１
８
７
１
７
５
５
５

ン
ト
を
探
る
講
師
、
繩
羅
嶢
貴
子
日
・
所
４
月
か
ら
毎
月
第
２
火
曜

硬
式
テ
一
三
初
心
者
講
習
会

日
３
月
亜
日
（
日
）
型
時
～
妬
時

所
市
民
会
館

内
「
生
活
設
計
と
保
険
の
見
直
し
」

諦
師
・
載
獅
光
春
ざ
ん
（
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ヤ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

対
先
着
知
人

費
５
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
２
７
０
１
１
１

４
２
泉
哩
の
３
寺
尾
美
千
子
電
７
１

８
２
１
８
７
６
６

話
し
方
講
座

日
３
月
喧
日
・
塑
日
・
”
日
の
土

曜
日
、
時
～
哩
時
釦
分
（
全
３
回
）

所
市
民
プ
ラ
ザ

対
先
着
哩
人

費
３
０
０
０
円
（
教
材
費
含
む
）

申
電
話
で
自
己
表
現
話
力
研
究
会
・

堀
口
電
７
１
８
４
１
０
２
４
５

日
３
月
禿
日
（
金
）
、
時
～
嘔
時

所
市
民
会
館

内
パ
ソ
コ
ン
を
解
体
し
て
機
能
や

動
作
原
理
を
学
ぶ

対
小
中
学
生
、
シ
ニ
ア
、
各
哩
人

（
ｍ
人
ま
で
は
先
着
、
以
後
は
抽
選
）

費
小
中
学
生
５
０
０
円
、
シ
ニ
ア

ー
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

申
・
問
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

廷
或
つ
く
り

玉
造
剛
７
１
６
９
１
２
８
４
７
Ｅ
メ

ー
ル
骨
幽
凶
己
四
い
旨
⑧
固
匡
胴
四
国
・
］
ロ

全
国
友
の
会
我
孫
子
講
習
部

季
節
の
家
庭
料
理
講
習
会

我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会

知
っ
て
得
す
る
生
活
と
マ
ー
ネ
Ｉ
の
錘
謹
会

Ｎ
Ｐ
ｏ
塞
人
一
あ
び
こ
《
ｉ
・
博
物
館
一

パ
ソ
コ
ン
解
体
塾

会月の相談今見⑳脚凱､工房 ※(予)は予約制です。

内 容日時｜場 所一問い合わせ

法律相談(予)2脚蝋､翌卿銚|市鱒鰯室秘書課
※予約は、3月3日(月)8時30分から電話で秘書課へ。
税務相談(予)’28（金)10900～15:001収税課|収税課
※予約は、3月24日(月)8時30分から電話で収税課へ。
人権相談’27（木）10:00～15:00西別館2階面談室生活支援課

栞鍜産這圓菫'篭|柵糊:市民相談室秘書課
,住宅相談14（金）10;00～15;00消費生活センター建築指導課
|交通事故相談杼）10（月）10:00～15:00交通整備課交通整備課

|心の相談(予)’6（木）13:30～15:30福祉総合相談室福祉総合相談室
酒害相談’7（金）13:30～15:00

◎リサイクル教室
市民相談室

（本庁2階）
法律相談（予）教室名 秘書課日時｜定員|参加費’ 持参。備考

おしゃれ教室(牛乳パッ

クで正座用ミニイス）
50cm四別ｷﾙﾃｨﾝグ＃鋤
生地牛乳ｯｸ15棚‘加ﾃー ﾌ゚

11日(JA)10:00-15:00 7人 300円

布あそび教室(古いズﾝ’ス

カートでりーｼﾙ帽子）

裂き織り教室

ﾐﾆｽｶーﾄ2牧分の2色(柄
も可)の布‘裁農道具､昼食

12日(水)10:00-15:00 7人 300円

各回
6人

1m四方の柔らかな木綿の
古布､ハサミ

市民相談室500円
建築指導課

牛乳パックでハガキ
作り教室
一一 ’15日(i)10:00-12:00 5人 300円 バスタオルかタオル2粒

トールペインティング 福祉総合相談室
教室

保健センター
4カ月児相談 5.12(水)13:00~13:50受付

黒鯏ｷﾙﾃｨﾝ仇締(2色)、
玉付きﾌｧｽﾅー､ｲﾔｽﾃー ﾌ゙

小袋作り教室(ポーﾁ)'19日(水)10:00-15:00 保健センター300円
育児相談

未熟児等発達相談杼）
療育 相 談

アルコール悩みごと相談

心の健康相談

女性クリニック相談(予）

19（水）13:15～14:00受付アビスタ
27(木)13:00～14:00受付

27(木)13:00～14:00受付
3.17（月）14:00～16:00柏保健所
7.14.28（金)14:00～16:00

内科．,．18（火)13:30-15;00受付

7（金）10;00～11:15つつじ荘
14（金）10:00～11:15西部福祉センター

300円 なし
柏保健所

TEL7167-1255
柏保健所

’

申し込み電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに、ふれあい工房運営協
議会TEL7186-5500'R(いずれも定員になり次第締め切り｡キャンセルの場合
は必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催日前日にご連絡ください）

つつじ荘

酬柵ｾﾝﾀｰ
◎リサイクルアドバイザー

＊家具リフォーム・リペアー相談…毎週日曜日13時～16時
＊木工リサイクルアドバイザー…休館日を除く毎日10時～17時
＊おもちゃの病院…毎週日曜日13時～16時

＊おしゃれアドバイザー･5週目を除く毎週水．木曜日10時～15時

※不要になった工具(ノコギリ、かなづち、ｶﾝﾅなど)をご寄付ください｡クノ

健 康 相 談6

健康生きがい
づくり相談(予）

11.25（火）10:30～16:00
社会福祉協議会

社会福祉協議会

TEL7184"1539

3.17.31（月）9:00～15:00

ごと相談10（月)9:00～15:00
24（月)9:00～15:00

婚相談2．16（日）10;00～14:00

保健センター

布佐市民センター
社会福祉協議会

心配ごと相談

|結
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１
１
１
１
Ⅱ
Ｊ
四
・
■
■
‐
Ｉ
Ｆ
Ⅲ
Ｊ
ｌ
川
即
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
川
０
川
Ｉ
１
Ｉ
１
Ⅲ
Ｉ
叩
Ｉ
Ⅲ
ｌ
Ⅲ
０
１
１
１
Ⅲ
Ⅱ
川
ｌ
Ⅱ
州
１
１
Ⅲ
１
１
Ⅲ
旧
咀
Ⅲ

日
・
所
３
月
虹
日
（
祝
）
⑬
時
釦
分

～
面
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
（
参
加
無
料
）

テ
ー
マ
子
ど
も
が
心
豊
か
に
育
つ

地
域
を
め
ざ
し
て

内
歌
と
講
演
「
小
さ
な
声
を
受
け

と
め
て
い
ま
す
か
」
…
こ
ん
の
ひ
と

み
さ
ん
、
吉
川
正
夫
ざ
ん
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
・
北
鴫
扶
美
子

さ
ん
、
新
保
美
恵
子
ざ
ん
、
渡
邉
毅

ざ
ん
、
市
子
育
て
支
援
課
職
員
、
平

山
締
緯
さ
ん
言
－
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
）

※
託
児
あ
り
（
希
望
者
は
電
話
で
３

月
皿
日
ま
で
に
市
民
活
動
支
援
課
へ
）
。

問
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

９ 市
民
壬
つ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
・
所
３
月
巧
日
（
土
）
ｎ
時
～
皿

時
妬
分
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

｜
（
柴
崎

落桂お
お
い
か
ん
た

大
井
寛
太
ち
ゃ
ん

（
柴
崎
・
１
歳
３
カ
月
）

舵やかちや鳩集 扇
生
さ
ん
を
囲
ん
で

語
を
楽
し
む
会

4月1日号から来年3月16日号

までの｢すこやがちゃん｣に登場し

ていただくお子さんを募集します。

対平成14年中に生まれたお子さ

ん(過去に｢すこやがちゃん｣に登

場した兄姉のいるご家族は除く)、

男女各25人(応募多数時は抽選）

申ハガキ（1人1枚に限る）に住

所､保護者の氏名､電話番号､お子

さんの錨.生年月日性別を明記
し、3月10日（消印有効）までに

〒270-1192(住所省略可)市役所

広報室

問広報室･内388

す
ー

9

や
か
ち
や
ん

川
Ⅱ
Ⅱ
刈
川
川
Ⅲ
川
釧
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
８
■
■
■
■
１
５
■
■
■
■
日

し
ゆ
・
つ

内
雌
病
闘
病
中
の
宮
本
周
ざ
ん
（
湖

北
台
在
住
）
と
落
語
を
楽
し
む

対
先
着
釦
人

費
無
料

申
・
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
家
族
会
・
藤

島
垂
剛
７
１
８
９
１
１
６
７
３
（
電

話
は
娼
時
～
即
時
）

日
・
所
３
月
型
日
（
土
）
四
時
～
妬

時
、
ま
つ
ど
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
松
戸
市
上
矢
切
）

内
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
県
千
葉
の
実
現
に

向
け
て
」
「
Ｎ
Ｐ
○
法
人
設
立
の
手

続
き
に
つ
い
て
」
講
師
…
県
県
民
生

活
課
職
員

費
無
料

申
・
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
３
月

狸
日
ま
で
に
市
民
活
動
支
援
課
・
内

線
４
８
９
蝿
７
１
８
５
１
５
７
７
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
習
会

（
新
木
・
１
歳
３
カ
月
）

に
か
い
ど
う
さ
や

二
階
堂
紗
弥
ち
ゃ
ん

L』

」～

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

ｄ
Ⅱ
Ⅱ
■
“
甲
‐
甲
日
Ⅱ
日
■
０
Ⅱ
Ⅱ
ｂ
■
■
ｐ
ｐ
ｑ
Ⅱ
０
‐
凸
■
“
４
画
｝

・
１
１
１
０
Ⅱ
０
．
０
．
．
’
１
０
Ｗ
‐
Ⅱ
Ⅲ
川
Ⅱ
川
叩
川
訓
Ⅷ
Ⅱ
Ⅱ
刈
叩
Ⅱ
咽
Ⅱ
叩
■
■
■
胴
Ⅱ
叫
叩
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
山
ｆ
‐

『一
一

’
職
種
①
嘱
託
職
員
、
②
臨
時
職
員

内
公
園
の
草
刈
り
（
①
は
管
理
車

両
の
運
転
も
含
む
）

対
刈
り
払
い
機
が
操
作
で
き
る
方

（
①
は
市
内
の
地
理
に
も
詳
し
い
方
）

い
ず
れ
も
若
干
名

勤
務
日
①
４
月
１
日
～
媚
年
３
月

釦
日
の
月
焔
日
、
②
５
月
１
日
～
、

月
瓢
日
の
月
狸
日
、
い
ず
れ
も
８
時

釦
分
～
面
時
嘔
分

賃
金
①
月
額
巧
万
円
、
②
時
給
９

８
０
円
（
い
ず
れ
も
通
勤
手
当
あ
り
）

申
申
込
醤
（
公
園
緑
地
課
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
縦
妬
、
×

横
弱
、
の
写
真
（
上
半
身
無
帽
で
３

カ
月
以
内
に
撮
影
）
を
貼
付
し
て
、

３
月
３
日
～
３
月
過
日
９
時
～
妬
時

に
本
人
が
持
参
（
土
・
日
を
除
く
）

提
出
先
。
問
公
園
緑
地
課
・
内
線

５
９
４

１
１
１
１

日
・
所
４
月
記
日
（
水
）
～
妬
日
（
金
）

９
時
～
Ⅳ
時
、
県
中
央
防
災
セ
ン
タ

ー
、
千
葉
市
消
防
局
（
千
葉
市
）

対
県
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
先
着

如
人

費
９
９
０
０
円
、
学
生
３
３
０
０

円
（
教
材
謎
、
保
険
料
）

申
・
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

垂
昭
１
３
５
８
４
１
４
０
８
５
、
剛

昭
１
３
５
８
９
１
１
７
０
３
（
電
話

は
月
～
金
曜
日
の
、
時
～
”
時
）

ご獺届く循凱、 簗
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

嘱
託
・
臨
時
職
員
（
公
園
管
理
）

ぼ
し
ゆ
う

’
』

ファクスガイド
ファクス僻I帳
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ファクスガイド
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対
障
害
者
に
理
解
が
あ
り
創
作
活

動
に
関
心
の
あ
る
方
、
１
人

勤
務
日
５
月
以
降
の
週
４
日
、
、

時
～
巧
時
釦
分

賃
金
時
給
１
０
０
０
円
（
試
用
期

間
中
は
８
０
０
円
）

申
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
３
月
瓢
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
０
２
都
哩

の
霊
小
規
模
福
祉
作
業
所
ｉ
工
房
へ

郵
送
（
後
日
面
接
日
を
通
知
）

問
榎
本
壷
７
１
３
９
１
１
１
５
３

対
看
護
師
の
資
格
を
持
つ
健
康
で

意
欲
の
あ
る
方
、
１
人

勤
務
日
４
月
１
日
以
降
の
月
～
金

曜
日
、
８
時
釦
分
～
ｗ
時
嘔
分

勤
務
場
所
市
立
寿
保
育
園

賃
金
時
給
１
３
４
０
円
（
通
勤
手

当
、
社
会
保
険
、
有
給
休
暇
あ
り
）

申
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
資
格
証
明
書
の
写

し
を
添
え
て
３
月
ｕ
日
ま
で
に
本
人

が
持
参
（
土
・
日
を
除
く
）

提
出
先
・
問
子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
西
別
館
２
階
）
・
内
線
３
５
６

日
毎
週
日
曜
日
９
時
～

所
ア
ビ
ス
タ
ほ
か

対
小
学
校
１
年
生
以
上
の
方

費
年
額
１
万
円

申
・
問
電
話
で
３
月
瓢
日
ま
で
に

藤
盛
壷
７
１
８
３
１
０
６
９
８

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
鳥
の
里
」
入
居
者

所
在
地
日
秀
２
０
８
の
３

入
居
条
件
①
釧
歳
以
上
の
方
②

自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
可
能
な

方
③
家
庭
や
住
宅
事
情
に
よ
り
、

自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

申
・
問
電
話
で
同
ハ
ウ
ス
・
岡
野

盃
７
１
８
７
１
３
１
４
１

小
規
模
福
祉
作
業
所
ｉ
工
房

臨
時
指
導
員

保
育
園
臨
時
看
護
師

我
孫
子
剣
道
連
盟
会
員

日
・
所
３
月
即
日
（
木
）
廻
時
釦
分

～
逼
時
妬
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

内
専
門
の
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
中
の
家
族

申
電
話
で
介
護
支
援
課
壷
７
１
８

６
１
１
４
１
１
（
予
約
制
）

家
屋
の
鐸
体
資
材
も
リ
サ
イ
ク
ル

床
面
穣
の
合
計
が
釦
㎡
以
上
の
建

築
物
を
解
体
す
る
と
き
は
、
資
材
の

種
類
ご
と
に
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
・
所
金
峨
日
廻
時
釦
分
～
妬
時
、

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
月
４
回
）

対
初
心
者
、
先
着
、
入

費
月
額
３
０
０
０
円
（
入
会
金
１

０
０
０
円
）

申
ハ
ガ
キ
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

〒
２
７
０
１
１
１
６
８
根
戸
６
５
９

の
５
根
戸
フ
ラ
・
サ
ー
ク
ル
・
械
山

信
子
電
叩
７
１
８
５
１
１
５
５
３

平
成
巧
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

は
、
３
月
３
日
（
月
）
に
開
会
さ
れ
、

一
般
質
問
は
３
月
、
日
（
月
）
か
ら
哩

日
（
水
）
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
・
内
線
２
６
０

日
毎
週
金
曜
日
、
時
～
ｎ
時
釦
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

費
月
額
３
０
０
０
円

申
・
問
電
話
で
Ｊ
Ｔ
Ａ
湖
北
太
極

拳
・
青
木
垂
７
１
８
４
１
０
８
８
６

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

現
代
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
曼

太
極
拳
サ
ー
ク
ル
会
員

’ お
し
ら
せ

市
議
会
定
例
会

Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｑ

‐

〃

■

Ｉ

■

日

・

日

■

Ⅱ

ｄ

０

Ｄ

ｐ

６

ｌ

■

１

０

６

▼

甲

・

Ｄ

０

Ｄ

０

Ｕ

“

Ⅱ

Ⅱ

０

口

甲

■

■

Ⅱ

‐

●

０

１

０

０

８

１

I

$

日
・
所
３
月
四
日
（
水
）
型
時
～
妬

時
釦
分
、
言
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
（
柏
市
柏
の
葉
）

内
国
・
県
の
Ｎ
Ｐ
○
関
連
事
業
の

説
明
ほ
か

対
先
着
１
８
０
人

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
「
柏
会
場
」
、
団
体
名
、
氏
名
（
１

団
体
２
人
ま
で
）
、
電
話
番
号
を
明

示
し
、
県
庁
県
民
生
活
課
壷
０
４
３

Ｉ
２
２
３
ｉ
４
１
３
３
恥
０
４
３
１
２

０
１
１
２
６
１
３
Ｅ
メ
ー
ル
ロ
℃
Ｏ

⑨
日
Ｎ
も
Ｈ
の
隣
。
宮
ず
Ｐ
旨

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
毒
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
注
者
（
施
主
）
に
は
事
前
の
届

出
が
、
受
注
者
（
解
体
業
者
）
に
は

工
事
現
場
で
の
標
識
の
掲
示
や
分
別

解
体
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
建
築
指
導
課
・
内
線
５
２
８

防
火
対
象
物
の

定
期
点
検
報
告
制
度

平
成
週
年
９
月
の
新
宿
歌
舞
伎
町

ビ
ル
火
災
に
よ
り
消
防
法
が
改
正
き

れ
、
今
年
、
月
か
ら
は
、
一
定
規
模

の
建
物
の
管
理
に
つ
い
て
の
権
原
を

持
つ
方
は
、
置
格
者
に
点
検
を
実
施

き
せ
、
そ
の
結
果
を
消
防
本
部
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

点
検
の
結
果
が
基
準
に
適
合
し
て

い
る
と
き
は
、
点
検
済
の
表
示
が
付

け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
は

消
防
用
設
備
等
点
検
結
果
報
告
制
度

と
は
異
な
る
た
め
、
両
制
度
の
報
告

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
よ
り
検
査
を
受
け
、

一
定
の
基
準
に
適
合
す
る
建
物
は
、

報
告
義
務
が
３
年
間
免
除
さ
れ
る
特

例
認
定
制
度
も
あ
り
ま
す
。
申
請
は
、

現
在
受
け
付
け
中
で
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
云
７
１
８
１

１
７
７
０
２

Ｎ
Ｐ
ｏ
関
連
事
業
説
明
会

け

’
’ 図書舷だより

▼おはなし会

ミッフィータイム(対象：1歳～3歳児）

市民ブﾗザギｬﾗﾘー 移動図書館そよかぜ号漂蛎市民図書館TEL7184-1110
湖北台分館TEL7187-3055
布佐分館TEL7189-1311
移動図書館TEL7187-0909

入場無料，
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｐ
Ｄ
１
１
Ⅱ
ｔ
１
印
川
１
０
０
１
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
ｌ
旧
川
口
１
１
１
■
Ｉ

場所時間
一一

蕊|
｜

｜’
曜日|日催し名・問い合わせ 日時

13:20～13:50
－－

14:10～14:40
一－－口一一一一一一ー一一一一一一一

15:00～16:00
－ － －

13:20～13:50
－－ー－－一一－一－一－一一一一一一

14:10～14:40
－一一画一一一一一一一一一一一一

15:00～16:00
－一一一一一一一一一－一一一一一－一

13:20～13:50
■一一一一一一一一一一一一一一一

14:15～14:45
一ー一一一一一一一一一一－一一一

[15:00~16:00

L型Q二迦旦
15:20～16:00

－一一一一一一一一一一一一一

14:00～15:00
＝一一一一一一一一一一一ー一一一

15:20～16:00
－－ーーー一一一一一一一一一一一

14:00～14:30

1日(士)～5日（水）
10↓00～1800

（5日は17時まで）

サークル迷D

現代アート遊展
関谷TEL7189-1518

５
．
相

水

バーバタイム(対象：4歳～9歳児） 新木北公園

東屋敷公園
天王台東児童公園
根戸近隣センター

久寺家あけぼの公園

7日(金)～11日（火）

10:00~18;00(7日は
13時から､1旧は17時まで）

第五回大地水墨画展

澁谷TEL7184-8780

６
・
加

木

’
14日(金)～18日（火）

､'0:00~18:00(14日は
13時から､18日は17時まで）

第16回愛石書道舎展

"TEL7182･7213

『

.|0:00~18:00(14日は

13時から､18日は17時まで）

金 7

つくし野4号公園東側入口

ｹﾝﾀｯｷーﾌﾗｲドﾁｷﾝ駐車場

▼ミニギャラリー

|場所’ |展示期間’作品。作者

’
'l

i

（
Ｕ
〆
』
（
偏
叩
〕

Ｊ
Ｈ
８
Ｉ
●
（
叩
〆
』

写遊量(アウトフォーカス）
第6回写真展
新井TEL7188-2285

21日(祝)～26日（水）

10:00~18:00(2旧は
12時から､26日|ま17時まで）

・
Ｊ
１
｜
に
‐
Ⅳ
ｌ
‐
‐
Ｆ
‐
Ｉ
杉
に
‐
‐
‐
」

水

１
１

１
１

’
|鰯I

台田池尻公園油絵（4点）
「尾瀬｣…桑山孝子、
「人形」･･鈴木裕子、

湖北台分館
Iー一ぽー．〆凹一元一

|あびこｼｮｯﾝﾗ前広場
|白山中学校裏門入口

市民会館裏舞台搬入口’

｢街角」…坂田良子、
｢花」…牧島和美 木|夢

3月12日（水）
リ

4月6日旧）’’
草月流いけばな

幸の会展

岩井TEL7188-2053

29日(土)‘30日旧）
10:00～17:00

(30日は16時まで）

ミシンパッチワークキルト（4点）
｢四季｣…清水美穂 金’

14

曲’
布佐分館

-

15:00～16:00’つくし野4号公園刺I入口

テレホンガイド
声の便利帳

T眉L71I寵-5伽、

場所

市民図書館

日時

13日･27日(木)10:40~11:00

内容

手あそび絵本の読み聞かせほか

場所

市民図書館

湖北台分館

布佐分館

日時

6日･20日(木）

14日(金）

13日｡27日(木）

16:00～16:30

内容

素話､絵本の読み聞かせほか
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一

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の

歯
を
丈
夫
に
育
て
る
た
め
の
お
話
を

し
ま
す
。

日
時
３
月
加
日
（
木
）
午
後
１
時
釦

分
か
ら
３
時
（
参
加
無
料
）

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

霊
登
霊
惑
濡
（
篝

子
市
歯
科
医
師
会
）

定
員
先
着
釦
人

申
し
込
み
・
圖
電
話
で
３
月
四
日

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１

１
１
３
１
へ

雫
４
回
心
の
鐸
庫
壹
考
一
《
琴
集
い

か
ぜ

う
つ
（
鐙
）
。
心
の
風
邪

う
つ
病
は
風
邪
と
同
じ
、
だ
れ
で

も
か
か
る
病
気
で
す
。
体
が
だ
る
い

疲
れ
や
す
い
、
気
分
が
沈
む
、
涙
も

ろ
い
な
ど
、
い
つ
も
の
あ
な
た
と
違

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
機
会
に
「
う
つ
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

妊
婦
の
た
め
の

歯
科
講
演
会

魑
原
と
糖
祉

里親さがIﾉの会と

犬のしつけ方教室
O里襯さがしの会

犬･ねこを飼いたい方と、もらい手をおさがしの飼い

主さんとの出会いの場です。

日時毎月第3金曜日（祝日の場合は中止）

場所千葉県動物愛護ｾﾝﾀー 東葛飾支所(沼南町高柳

1018の6）

O犬｡ねこをもらいたい万

午後1時30分までに同支所へ｡愛犬胴こ教室を受

講していただきます｡受講しないと参加できません。

※テキスト代金300円､印鑑筆記用具犬・ねこを搬

送するための入れ物を用意してください。

O犬｡ねこのもらい手をおさがしの方

午後2時までに､犬・ねこを連れて同支所へ。

※当日、犬ねこがいなかったり、もらい手が見つから

ない場合もあります。

◎犬のしつけ方教室

犬とともに幸せに暮らしていくために､犬のしつけを

学ぶ教室です。

日時毎月第2災曜日（祝日の場合は中止)、午後1時

30分から4時30分(飼い犬の同伴はできません）

場所千葉県動物愛護ｾﾝﾀー 燕訓支所

内容①議蕾教室開催の目的､剛弦令､適正な飼養

富里･健層潜理､犬の本能習性、庚按ﾓデﾙ犬に

よる実演と実習

参加費80O円く(財)千葉県動物保護管理協会の賛助会

員は無料〉

申し込み･固電話で同支所a7191-0050へ

粥竪§さがしの会は申し込み不要直接会場へ。

日
時
３
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
釦

分
か
ら
４
時
（
受
付
は
１
時
か
ら
）

場
所
市
民
会
館

内
容
①
講
演
つ
う
つ
〃
は
ツ
ラ
イ

よ
～
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
見
つ
け
方
」
講
師

ひ
だ

：
・
肥
田
袷
久
さ
ん
（
初
石
病
院
精
神

科
医
）
②
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ト

ゥ
・
ハ
ー
ト
」
に
よ
る
寸
劇
③
は

あ
と
ア
ー
ト
展

定
員
２
０
０
人

定
員
２
０
０

参
加
費
無
料

申
し
込
み
不
要
当
日
直
接
会
場
へ

固
福
祉
総
合
相
談
室
壷
７
１
８
５

ｌ
ｌ
６
３
１

き
つ
お
ん

吃
音
（
ど
も
り
）
を

考
え
る
つ
ど
い

◎
松
戸
会
場

日
時
３
月
調
日
（
土
）
午
後
１
時
釦

分
か
ら
５
時
（
参
加
無
料
）

場
所
松
戸
市
民
会
館
（
松
戸
市
松

戸
１
３
８
９
の
１
）

※
Ｊ
Ｒ
・
新
京
成
松
戸
駅
か
ら
徒
歩

５
分
。

内
容
講
義
「
吃
音
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
～
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」

講
師
…
綾
部
泰
雄
ざ
ん
（
横
浜
市
立

戸
塚
小
学
校
教
諭
・
全
国
言
友
会
連

絡
協
議
会
副
会
長
）
、
体
験
談
発
表
、

吃
音
問
題
解
決
へ
向
け
て
の
意
見
交

換
ほ
か

定
員
１
５
０
人

◎
千
葉
会
場

日
時
３
月
釦
日
（
日
）
午
後
１
時
釦

分
か
ら
５
時
（
参
加
無
料
）

場
所
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港

２
の
１
）

※
Ｊ
Ｒ
・
京
成
千
葉
駅
ま
た
は
Ｊ
Ｒ

京
葉
線
千
葉
み
な
と
駅
で
乗
り
換
え
、

千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
市
役
所
前
駅

子育て支援センター

"ほかほかランド”

平成15年度会員を募集

l

I
h

9

子育て支援センター“ほかほかランド”（恵愛保

育園内･湖北台8の17の9）では､就学前児童と

その保護者を対象に､平成15年度の会員登録を受

け付けています。

子育て支援センターは、日ごろ家庭で子育てして

いる皆さんが､気軽に交流できる場です。

登録人数に応じてグループを編成し､指導員のも

と､毎月定期的にテーマを設け､親子で一緒にﾘ

ﾑ遊びや手遊び運動などを行います。

また$育児についての相談も受けています。

会員登録は無料｡お友達を増やしたい方､同年齢

のお子さんと遊ばせたい方は、この機会に登録して

みませんか。

なお､すでに登録済みの方で、15年度も会員登

録を希望する方は､再登録が必要です。

※登録方法など詳しくは､子育て支援センター‘ほ

かほかランド”冠7187-5571へ

下
車
す
ぐ
。

内
容
講
義
「
吃
音
に
関
す
る
基
礎

知
識
」
講
師
…
堀
彰
人
さ
ん
（
千

葉
県
特
殊
教
育
セ
ン
タ
ー
言
語
障
害

児
教
育
研
究
部
研
究
指
導
主
事
）
、

体
験
談
発
表
、
吃
音
問
題
解
決
へ
向

け
て
の
意
見
交
換
ほ
か

定
員
釦
人

対
象
両
日
と
も
吃
音
者
、
吃
音
児

の
保
護
者
、
吃
音
問
題
に
関
心
の
あ

る
方

申
し
込
み
・
圃
電
話
、
ハ
ガ
キ
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
住
所
、
氏
名
を
明
示
し
、
〒
２

７
０
１
０
０
０
３
松
戸
市
東
平
賀
１

日
時
３
月
詔
日
（
且
午
前
９
時
釦

分
か
ら
午
後
３
時

場
所
柏
市
教
育
福
祉
会
館
（
柏
市

役
所
隣
）

内
容
盲
導
犬
の
基
礎
知
識
（
ビ
デ

オ
・
講
話
）
、
視
覚
障
害
者
と
の
接

し
方
（
講
話
）
、
盲
導
犬
体
験
歩
行

の
講
習
・
実
習
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

季
引
き
歩
行
）
挙
鄙
樵
頒
行
の
実
習

ア
イ
マ
ス
ク
に
よ
る
触
感
体
験
、
盲

導
犬
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
バ
ー
の
講
習
・

実
習
、
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
経
験
談

ほ
か

定
員
一
般
１
２
０
人
（
実
習
釦
人
、

聴
講
釦
人
）
、
視
覚
障
害
者
加
入

申
し
込
み
・
園
一
般
の
方
…
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
柏
市
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
垂
叩
７
１
６
３
１

９
３
５
３
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
：

電
話
で
青
山
電
Ｏ
９
０
１
２
５
２
３

ｌ
６
１
１
３
へ

※
受
付
は
３
月
３
日
午
前
９
時
か
ら
。

カ
リ

Ｏ
５
の
鴎
千
葉
言
友
会
事
務
局
・
苅

諦
敦
壷
０
７
０
１
５
３
９
９
１
４
５

４
９
（
遜
話
は
夜
間
の
み
）
、
剛
０

４
７
１
３
４
５
１
６
６
４
４
、
Ｅ
メ

ー
ル
伊
冨
凰
蔚
⑨
昌
洋
料
口
の

〕
勺
へ

盲
導
犬

体
験
フ
エ
ア

回

か
ぜ
は
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
で
始
ま

り
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
起
こ
り
ま
す
。

乳
幼
児
は
大
人
に
比
べ
て
抵
抗
力

が
弱
い
の
で
年
に
７
～
８
回
は
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
熱
は
生

ぽ
う
ぎ
よ

体
防
禦
反
応
で
す
か
ら
詔
度
以
下
の

場
合
は
熱
き
ま
し
は
使
わ
な
い
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
禿
・
５
度
以
上
の

場
倉
硬
ま
す
．
蕊
鐙
は
３

～
４
時
間
お
い
て
２
回
以
上
は
使
わ

な
い
こ
と
、
嫌
が
ら
な
け
れ
ば
、
水

枕
、
氷
枕
の
使
用
も
良
い
で
し
ょ
う
。

9

日鰯日に病気｡鱸になったら

休日診療所へ
▼休日診療所案内図

．‐国道356号

◎心の健康に関する教室
福祉総合相談室TEL7185-1631 健康メモ⑳

乳幼児の

かぜと手当て

＝1
診療科目内科。小児科。歯科
受付時間午前9時から11時30分

午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参健康保険証と診療費
TEL7187-7020(診療時間内のみ）
3月の二次救急病院(休日･夜間当番病院）

◎健康づくりうんどう教室
悪
寒
の
な
い
か
ぎ
り
厚
着
を
避
け
気

持
ち
良
く
す
ご
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
熱

け
い
れ
ん

性
痙
蕊
の
起
こ
る
児
は
痙
蕊
止
め
坐

薬
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
ん

畷
ぱ
気
管
内
の
異
物
や
疾
を
出
そ

う
と
す
る
働
き
で
す
か
ら
無
理
に
止

め
る
の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
咳
で

睡
眠
が
と
れ
な
い
と
か
消
耗
が
著
し

い
時
は
、
咳
止
め
は
症
状
を
軽
く
し

有
効
で
す
。
疾
は
水
分
を
十
分
に
与

え
る
と
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
部
屋

は
換
気
に
注
意
し
室
温
型
～
詔
度
、

湿
度
印
％
が
良
い
で
し
ょ
う
。
乳
幼

児
の
春
は
、
耀
雫
痢
嘉
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
水
分
が
失
わ

れ
て
脱
水
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に

水
分
の
補
給
を
、
様
子
を
見
な
が
ら

少
し
ず
つ
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
か
ら
耳
管
を

通
じ
て
中
耳
炎
に
な
り
や
す
い
の
で
、

鼻
を
か
む
時
は
片
方
ず
つ
軽
く
か
む

よ
う
に
、
ま
た
乳
児
の
場
合
は
ロ
で

保健センターTEL7187-1131

◎各種健診と健康教室保健センター

完窯壼腎壽烹|避農腿易遡’2日|我孫子東邦病院7182雲8166
9日|ｱビｺ外科整形外科病院7184-7321

16.21日|平和台病院7189-1111

123日|我孫子聖仁会病院7188-3111
130日|我孫子つくし野病院'7184-2211
※電話番号はお間違いのないように。
※深夜や休日などの受診は、時間外加算

妊娠20週～27週
の方（3日目は
両親、家族）

しあわせ学級

(ﾏﾀﾆﾃｨｸﾗｽ）
7日。14日
28日(金）ロ

吸
う
吸
引
器
で
吸
引
し
て
あ
げ
ま
し

よ
』
つ
。

乳
幼
児
は
皮
膚
呼
吸
の
ウ
エ
ー
ト

が
高
い
の
で
、
皮
尉
の
清
潔
を
保
つ

せ
い
し
き

こ
と
が
大
切
で
す
。
か
ら
だ
の
清
拭
、

肌
着
の
交
換
を
ま
め
に
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
顔
つ
き
、
機
嫌
、
食
欲

を
良
く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

か
ぜ
薬
は
症
状
を
軽
く
す
る
も
の

で
、
抗
生
物
質
は
か
ぜ
の
ウ
イ
ル
ス

に
は
効
き
ま
せ
ん
。
か
ぜ
か
ら
中
耳

炎
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど
の
細
菌

感
染
を
併
発
し
た
場
合
に
使
用
し
ま

す
。

か
ぜ
は
ほ
と
ん
ど
１
週
間
以
内
に

良
く
な
り
ま
す
が
、
長
引
く
時
は
他

の
病
気
、
中
耳
炎
、
気
管
支
炎
、
肺

炎
、
尿
路
感
染
症
、
気
管
室
職
感
か

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
小
児
科
医
に

良
く
診
て
も
ら
っ
て
く
だ
き
い
。

固
我
孫
子
市
医
師
会
壷
７
１
８
８

１
５
５
２
８
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離乳食教室

（要予約） 乳児のいる母親27日（木）

10日・17日・
24日(月）

肩こり‘腰痛教室

(13:00-13:305#) 肩こり･腰痛の方

偲鱈｡この広報紙は100％再生紙・大豆インクを使用しています。

名 称

心の健康
クラブ

デイケア。
クラブ

際懲雀

日 時

17日(月)14:00-16:00

26日(水)10:00-11:30

14日(金)13:30-15;00

場所

保健センター

アビスタ

保健センター

日時

12日（水）1（

19日(水)1（

(金)1（

)0-11

)0-11

)0-11

00

:00

]0

場所

布佐南公園(雨天時別会場）

洲始中央胴(雨天時別会場）

天王台西公園(雨天中止）


